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東日本大震災で亡くなられた多くの方々のご冥福を祈り、被災地の皆様に心よりお見
舞い申し上げます。

全日本病院協会50年史の序を、お見舞いの言葉で始めなければならないことに深い悲
しみを感じつつも、今、強い決意に燃えております。

全日本病院協会は、昭和36年に導入された国民皆保険制度とほぼ時を同じくして誕生
し、ともに50年の道のりを歩んできました。日本の国民皆保険制度は世界に評価される
制度となりましたが、その中で、全日本病院協会会員の果たす役割は決して小さくなか
ったと自負しています。全日本病院協会の50年の歴史は、日本の民間病院の歩みであっ
たといっても、過言ではないと思います。

本50年史からもご理解いただけるように、50年は苦労の連続でありました。診療報酬
が不十分な中、医療従事者が足りない中で、努力しながら、地域医療を支えてきました。
さらに、公私間格差の中で、民間病院の担っている役割を正当に評価してほしいと闘い
続けてきました。

私が全日本病院協会の役員になったのは平成５年、秀嶋会長の時代でした。当時、日
本の医療は量から質への転換期を迎えており、全日本病院協会もちょうど基盤が出来上
がり、世代交代の時を迎えていたといえましょう。そのような時期、秀嶋会長をはじめ
多くの諸先輩のご指導の下、我々が医療の質を高めるための活動に取り組めたことは、
大変幸せであったと思いますし、そうした医療の質の向上への取り組みが今日の全日本
病院協会の礎になったと考えます。

改革の流れは、佐々会長に引き継がれ、医療の質の向上への取り組みがさらに明確に
打ち出されました。その顕著な現れの一つは、それまで個別に進めていた各委員会の議
論や活動を連動して、一元的に進めるようにしたことです。その中心となったのが平成10
年の中小病院あり方委員会の設置でした。中小病院あり方委員会はやがて、病院のあり
方委員会に発展し、若手が集まって、「病院のあり方に関する報告書」を作成することが
できました。報告書は版を重ね、現在、第６版の発行を目前としています。

「病院のあり方に関する報告書」の存在は、全日本病院協会にとって実に大きなもの
となりました。報告書を作成するために、私たちはいろいろな勉強をしましたし、10年、
20年後を見据えた提言をしようと議論を重ねる中から、全日本病院協会の活動の柱とも
言うべきものができ、さらには全日病総研が誕生しました。

おそらく、そうした取り組みによって、それまでの先輩役員や会員のみな様のご努力
によって少しずつ積み重ねられた全日病の評価が高まっていったと考えます。また、そ
うした活動への共感が近年のあまりにも行き過ぎた財政抑制の考えに基づく医療制度改
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革への危機感とあいまって、現在2,300を超える会員増の基調につながっているものと思
います。

今、来し方を振り返り、全日本病院協会は本当に国民の求めるところに十分応えてき
たのかを、自からに問いかけてみました。

全日本病院協会は、誰よりも真摯に国民の声に耳を傾け、説明と同意に力を注ぎ、医
療安全にも注力してきたと自負しています。しかし、時代の急速な変化の中で真に国民
が望む水準にまで高められていたかといえば、100％応える体制になっていなかったとい
う反省が残ります。それは我々病院の努力だけで成し遂げられることではなく、今後は、
現場で医療を担う医療機関と国がそれぞれの役割の下、情報を共有して、共同作業をし
ていくことが必要です。また、時には病院団体の枠組みを超えて、国民に満足いただけ
る医療提供に向けて、大きなうねりを創り出していくことも必要と考えます。

現在、全日本病院協会が直面する喫緊の課題は、東日本大震災の被災病院を支援し、
被災地の地域医療を復興することです。そして、それと同時に、従来から取り組んでき
た全日本病院協会の日々の活動を積み重ね、継続し、医療現場から医療のあるべき姿を
提起していくことです。両者は互いに関連しています。復興支援で我々に求められるこ
とは我々が取り組んできた地域医療の実践に他なりません。

全日本病院協会の役割は、平時にあってもいかなる非常時にあっても、国民の求めに
応える医療の提供体制の構築に力を注ぐことです。全日病総研のさらなる充実を図り、
常に10年先、20年先を考えながら、日本の国民が望むあるいは私たちが望ましいと思う
日本の医療のあるべき姿を「病院のあり方に関する報告書」で提起し、常に更新してい
かなければならないと、決意しています。

全日本病院協会は、国民のすべての方々が求める医療の実践に向けて、さらに進化を
続け、その理念を新たな50年の担い手にしっかりと引き継いでいくことを誓って、50年
史の序とさせていただきます。

平成23年３月31日

社団法人全日本病院協会 会長　西澤寬俊
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社団法人 全日本病院協会
創立50周年記念式典 平成23年1月13日（木）ホテルオークラ東京（東京）

来賓は左から厚労省大谷泰夫医政局長、日本
医師会原中勝征会長、四病院団体協議会代
表・日本病院会堺常雄会長。

左から神野、猪口、安藤、西澤の正副会長。50周年記念式典で挨拶をする西澤会長。

式典は猪口正孝常任理事の司会で始まった。挨拶に立った西澤会長は、全日病の歩みは民間病院の50年の歩みそのも
の、と述べた。
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受賞者を代表して謝辞を述べる濵砂重仁常任理事。

厚生労働大臣表彰、全日本病院協会会長表彰受賞者に、濵砂常任理事のユーモアあふれ
る謝辞に思わず笑顔が見えた一瞬。

50周年記念式典の閉会の辞を述べる猪口雄二副会長。

特別講演の司会で講演の田原総一郎氏の紹介をする神
野副会長。

特別講演で田原総一朗氏は日本の病院への注文を妻を
がんで看取った体験を踏まえて語った。
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スライドショーは、会場に想い出話の輪をつくった。

全日本病院協会代議員会木村佑介議長による乾杯。

写真パネル展で歴史の重みを実感する。

次の50年につなぐ安藤副会長の祝賀会閉会の挨拶。
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歴代会長

２代会長　菊地眞一郎 ３代会長　木下二亮 ４代会長　田蒔孝正

５代会長　秀嶋宏 ６代会長　佐々英逹 ７代会長　西澤寛俊

初代会長　小澤凱夫
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